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農業を未来へつなぐ特集

農
業
が
私
た
ち
に
も
た
ら
す

大
き
な
め
ぐ
み

気づいてる？
農業がもたらす

めぐみ

　
農
業
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
の
に
必
要
な
米
や
野
菜

な
ど
の
生
産
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
継
続
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
色
々
な
「
め
ぐ
み
」
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
お
金
で
買
う
こ
と
の
で
き
な
い
、
こ
れ
ら

の
め
ぐ
み
に
気
づ
き
、
維
持
・
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
も
、
地

域
の
農
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

減
少
す
る
農
家
と
農
地

　
本
市
の
農
業
は
、
比
較
的
温
暖

な
気
候
と
、
都
市
部
へ
の
近
さ
を

活
か
し
様
々
な
農
産
物
が
作
ら
れ
、

直
売
所
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
農
地
の
多
く
は

山
間
や
谷
間
に
散
在
し
、
狭
小
で

傾
斜
も
あ
る
た
め
耕
作
条
件
は
決

し
て
良
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
の
調
査
で
は
、
市
内

の
農
家
戸
数
は
７
８
８
戸
、
経
営

耕
地
面
積
は
約
１
２
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
10
年
前
に
比
べ
て
農
家
戸
数
、

経
営
耕
地
面
積
と
も
に
２
割
以
上

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
家

の
平
均
年
齢
は
、
約
70
歳
で
高
齢

化
と
担
い
手
不
足
が
深
刻
で
す
。

　
そ
ん
な
な
か
地
域
農
業
を
守
る

た
め
頑
張
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　
市
内
の
農
業
用
水
路
は
、古
く
は
江

戸
時
代
に
先
人
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
大
切
な
施
設
で
す
。

　
水
利
組
合
で
は
、
毎
日
途
切
れ
る

こ
と
な
く
農
業
に
必
要
不
可
欠
な
水

を
流
し
て
い
ま
す
。
水
路
の
除
草
や

泥
上
げ
、
修
繕
な
ど
の
日
常
管
理
は
、

組
合
員
が
協
力
し
て
作
業
し
て
い
ま

す
が
、
農
家
の
減
少
や
高
齢
化
で
集

落
機
能
が
低
下
し
、
施
設
の
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
の
で
、今
後
の
維
持
管

理
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
安
定
的
に
水
を
供
給
す
る

た
め
、
天
候
に
は
細
心
の
注
意
を
払

い
ま
す
。
大
雨
で
水
路
が
あ
ふ
れ
た

り
、
最
悪
の
場
合
は
水
路
が
崩
れ
る

恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
近
年
は
ゲ
リ

ラ
豪
雨
も
あ
り
、
雨
雲
の
動
き
に
は

地
域
農
業
を

次
世
代
に
つ
な
ぐ
守
り
人
た
ち

気
を
つ
け
て
被
害
が
出
な
い
よ
う
、

早
め
に
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
気
を
抜
け
な
い
の
で
大
変

で
す
が
、田
植
え
が
終
わ
っ
て
水
が

き
れ
い
に
張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
を
見

る
と
う
れ
し
い
で
す
。
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
苦

労
が
報
わ
れ
る
思
い
で
す
。
河
内

長
野
の
農
業
を
守
る
た
め
に
も
、継

承
し
て
き
た
施
設
を
次
の
世
代
に

も
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
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催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
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午後５時30分、祝休日・年末年始を除く）▶環境への配
慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。

新型コロナウイルス感染症の感染状況により催しなど
が中止・延期となる場合がありますので、最新情報は
問い合わせ先にご確認ください▷参加の際は感染予防
対策の徹底をお願いします。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

河
内
長
野
市
は
、金
剛
・
葛
城
・
岩
湧
の
山
々
に
抱
か
れ
た

自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

石
川
、加
賀
田
川
、天
見
川
、石
見
川
、天
野
川
の
各
河
川
が

形
成
す
る
谷
に
は
、
今
も
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、社
会
の
変
化
や
高
齢
化
に
と
も
な
い
田
畑
は
減
少
し

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
農
業
が
私
た
ち
に
も
た
ら
す
め
ぐ
み
や
、

市
内
の
現
状
と
活
動
を
紹
介
し
、

み
ん
な
で
農
業
を
支
え
る
方
法
を
探
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

農業を未来へつなぐ

特 集

景観を保全する
機能

洪水を防ぐ機能

土砂崩れや
土の流出を防ぐ機能

文化を伝承する
機能

暑さを
和らげる機能

癒しや安らぎを
もたらす機能

多様な生物の
保全の機能

体験学習と
教育の機能

農業が有する多面的機能

連
合
井い

堰せ
き

（
寺
ケ
池
地
区・上
原・野
作
水
利
組
合
）

代
表
新
谷
さ
ん

手
入
れ
さ
れ
た

農
地
は
多
様
な

生
物
を
守
る
ん
だ
ね

水田は、雨水をダムのように
一時的に貯留して洪水や
土砂崩れを防止するんだよ

田畑や水辺の
田園風景は
心が和むなあ

01mamori-bito01mamori-bito01

地
域
の
農
業
を
守
り
、次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め

様
々
な
営
農
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
農
業
の
守
り
人
を
紹
介
し
ま
す
。

受
け
継
い
で
き
た
施
設
を
守
り

地
域
の
た
め
に
水
を
導
く

か
ん
が
い
施
設
の
守
り
人

寺ケ池と寺ケ池水路
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●アグリかわちながの
本多町4-8 JA大阪南 河内長野支
店敷地内　☎53-6001
営業時間　午前9時～午後４時
定休日　年末年始

高野街道まつりでの出店（左）、奥河内くろまろの郷での軽トラ市（右）

収穫体験農園の農作物も協議会
のメンバーで協力して栽培

今春の収穫体験については本紙５月号に掲載予定です

専門職員の指導（上）、農業研修講座（下）の様子

●あすかてくるで河内長野店
高向1218-11道の駅奥河内くろま
ろの郷内　☎0120-93-6647
営業時間　午前9時30分～午後5時
定休日　木曜日、年末年始

●行者湧水直売所
石見川8-2　☎60-5551
営業時間　午前9時～午後4時
定休日　火曜日・金曜日(無人販
売あり)、年末年始、お盆期間

●大地の里 友邦
岩瀬1358-5　☎21-1049
営業時間　午前９時～午後１時ごろ
定休日　月曜日

　
地
元
の
有
志
た
ち
と
、
高
齢
や

兼
業
で
耕
作
で
き
な
い
農
地
を
借

り
受
け
て
、環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ

栽
培
で
直
売
所
向
け
出
荷
米
「
高

向
ほ
た
る
米
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
農
村
で
は
、
人
手
が

必
要
な
農
繁
期
に
地
域
の
み
ん
な

で
助
け
合
う
「
結ゆ

い

」
が
不
可
欠
で

し
た
。
そ
の
後
、
急
速
な
機
械
化

に
よ
り
農
作
業
は
ず
い
ぶ
ん
と
楽

に
な
り
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
地
域
の
助
け
合
い
は
薄

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

高
額
な
農
業
機
械
な
ど
、
地
域
の

農
業
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
農
家
個
々
の
力
だ
け
で
は

立
ち
行
か
ず
、
結
果
と
し
て
遊
休

農
地
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
こ
そ
農
作
業
の
協
同
化
や
農

業
機
械
の
共
同
利
用
と
い
っ
た
、相

互
に
支
え
合
う
協
業
化
が
必
要
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
何

よ
り
、
仲
間
た
ち
と
わ
い
わ
い
言

い
な
が
ら
と
も
に
汗
を
流
す
こ
と

で
、
き
つ
く
大
変
な
作
業
も
楽
し

い
も
の
に
変
わ
り
、
収
穫
で
き
た

時
の
喜
び
も
大
き
い
で
す
か
ら
ね
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
地
域
の
み
な

さ
ん
に
農
業
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
収
穫
体
験
農
園
の
運

営
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
（
５

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　
今
後
も「
結
」の
精
神
で
、地
域

農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
日
野
地
区
で
、
ぶ
ど
う
な
ど
果

樹
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
自
分
で
作
っ
た
旬
の
農

産
物
を
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
に

届
け
、
直
接
喜
ん
で
も
ら
え
る
魅

力
あ
る
仕
事
で
す
。
で
す
が
、
ひ

と
つ
の
農
産
物
を
育
て
収
穫
す
る

に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
、
天
候

に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
海
外

や
地
方
か
ら
の
大
量
流
通
に
よ
っ

て
価
格
が
低
迷
す
る
こ
と
も
あ
り
、

収
入
は
決
し
て
安
定
し
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
農

業
は
担
い
手
不
足
と
い
う
大
き
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
内
に
は
新
規
就
農
者

や
既
存
農
家
の
後
継
者
も
含
め
て
、

若
手
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
新
規
就
農
者
は
、
知
識
や

技
術
、
資
金
と
い
っ
た
課
題
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
孤
独
感
が
辛
い

と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。

　
私
が
代
表
を
務
め
る
青
年
農
業

者
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
会
員
が
15
人
。

栽
培
品
目
は
水
稲
を
は
じ
め
、
野

菜
や
果
樹
な
ど
様
々
で
、
専
業
農

家
の
後
継
者
か
ら
非
農

家
出
身
の
者
ま
で
多
様
な

顔
ぶ
れ
で
す
。
情
報
共
有

や
知
識
・
技
術
の
交
換
は

も
ち
ろ
ん
、
何
よ
り
も
横

の
つ
な
が
り
、
若
手
農
家

の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な

れ
ば
と
考
え
、
一
緒
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど

活
動
し
て
い
ま
す
。

採
れ
た
て
は
最
高
！

収
穫
体
験

●
農
業
研
修
講
座

　
新
規
就
農
を
目
指
す
人
向
け
の
講
座
で
す
。

就
農
に
必
要
な
基
礎
知
識
と
栽
培
技
術
な
ど

を
講
義
と
実
習
で
学
び
ま
す
。
募
集
は
６
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
農
地
の
貸
し
借
り
を
斡あ

っ

旋せ
ん

　
農
地
を
借
り
た
い
人
に
、
農
業
委
員
会
と

連
携
し
、
高
齢
や
後
継
者
不
在
な
ど
の
理
由

で
農
地
を
貸
し
た
い
人
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

●
専
門
職
員
に
よ
る
栽
培
指
導
・
営
農
相
談

　
農
業
経
営
や
栽
培
技
術
の
向
上
に
関
す
る

指
導
を
専
門
に
行
う
職
員
が
新
規
就
農
や
定

年
帰
農
も
含
め
た
市
内
農
家
の
営
農
相
談
や

栽
培
指
導
、
現
地
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
農
業
経
営
の
発
展
を
支
援

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
や
農
業
用
機
械
の

導
入
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
市
の
各
補

助
制
度
を
は
じ
め
、
国
や
府
の
補
助
事
業
や

融
資
制
度
も
含
め
た
営
農
支
援
策
で
、
農
業

経
営
の
確
立
を
支
援
し
ま
す
。

　
道
の
駅
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ

の
郷
に
隣
接
す
る
く
ろ
ま
ろ

フ
ァ
ー
ム
で
は
、
上
高
向
地

区
農
業
活
性
化
協
議
会
が
園

児
や
市
民
向
け
に
収
穫
体
験

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
例
年
、

春
と
秋
の
２
回
、
じ
ゃ
が
い

も
や
た
ま
ね
ぎ
、
さ
つ
ま
い

も
、
枝
豆
な
ど
の
収
穫
が
体

験
で
き
ま
す
。
土
に
触
れ
自

ら
の
手
で
収
穫
し
、
食
と
農

の
大
切
さ
や
、
収
穫
の
喜
び

を
ぜ
ひ
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

市
青
年
農
業
者
ク
ラ
ブ

会
長
垣
内
さ
ん

上
高
向
地
区
農
業
活
性
化
協
議
会

会
長
垣
内
さ
ん

次
世
代
に
つ
な
ぐ
若
き
守
り
人

農
村
文
化「
結
」の
守
り
人

若
手
農
家
同
士
で
つ
な
が
り
助
け
合
う

030303mamori-bito0303mamori-bito03

020202mamori-bito02

互
い
に
支
え
合
う

「
結
」の
精
神
で
米
づ
く
り

地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

とは、地域で生産された食材をそ
の地域で消費すること。地元で採れた野菜
や果物は新鮮なだけでなく、農家の顔が分
かり安心です。また、物流距離が短縮され
環境保全にもつながります。そんな地産地
消を支えるため、地元農産物や加工品が買
える場所を紹介します。新鮮で旬を味わえ
る品々がいっぱい。ぜひご利用ください。

新規就農をサポートします
◀市ホームページにも農業を始めたい人への情報を詳しく掲載しています。問農林課

今こそ
地産地消を

地

元の
農家を応援しよう

今後
の農業を担う人応援します
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新型コロナウイルス関連情報 新型コロナウイルス関連情報

新型コロナワクチン追加接種
3回目接種の使用ワクチンについて

早く接種できるワクチンから接種するこ
とをお勧めします。
※詳細は首相官邸・厚生労働省の資料を
ご確認ください。

令和３年度子育て世帯（新生児、離婚、帰国等）への
臨時特別給付金の申請をお忘れなく

　3回目接種に関して、ファイザー社または、武田/モデル
ナ社のワクチンが薬事承認されています。この2種類のワク
チンはいずれもmRNAワクチンという同じ種類のワクチン
です。オミクロン株に対する１・2回目接種による効果は時
間の経過により低下しますが、3回目接種で回復し、3回目接
種をした人の方がしていない人よりも、新型コロナウイルス
に感染する人や重症化する人が少ないと報告されています。

おしゃべりする時は、自分のため大切な人のた
めにマスクをつけましょう。これからも３密の回
避やマスクの着用、手洗い、こまめな換気などの
感染予防対策をお願いします。
問保健センター（☎55-0301）

不織布などマスクの着用 手洗い・消毒 こまめな換気密接・密集を避ける 会話は静かに

1・2回目の接種時に用いた
ワクチンの種類にかかわらず、
どちらのワクチンでも十分な効果と
安全性が確認されています。

問い合わせ
新型コロナワクチンコールセンター
受付時間：平日午前9時～午後5時30分

☎0721‐26‐8135
℻0721-56-5160
※おかけ間違いのないようご注意ください。

最新情報については市ホームページをご確認ください ▼

接種券は２
回目から６

か月を

過ぎた人か
ら順次発送

●１・２回目接種がまだの人も引き続き接種が可能です
　接種場所や予約方法など、詳細は市ホームページをご確
認ください。
※ワクチンの接種は強制ではありません。接種を望まない
人に強制することはなく、受ける人の同意なく接種が行わ
れることもありません。16歳未満については接種を受ける
本人と保護者でよく相談の上、判断をお願いします。

　次に該当する場合で、令和３年度子育て世帯へ
の臨時特別給付金（10万円給付）を受け取ってい
ない人は、４月28日までに申請してください（児
童手当の特例給付に準じた所得制限あり）。
①令和４年３月31日までに生まれた新生児の養育
者で未申請の人、②令和３年９月１日（高校生の
み養育する世帯は10月１日）以降に離婚し、基準
日（令和４年２月28日）に対象児童の養育者とな
った人、③基準日（令和４年２月28日）に対象児
童の養育者で、令和３年９月１日（高校生のみ養
育する世帯は10月１日）以降に海外から帰国した
人、④ＤＶ避難などで本市に居住しているが住民
登録がなく、住民登録をしている市町村から給付
金を受け取っていない人、⑤令和３年９月１日～
令和４年２月28日に養子縁組・特別養子縁組によ
り対象児童の養育者になった人
対象児童　平成15年４月２日～令和４年３月31日
に生まれた児童
支給額　児童１人につき10万円（一部支給を受け
ている場合は差額のみ）

申請期限　４月28日（郵送は４月30日消印有効）
申込　①④⑤子ども子育て課へ申請▷市外で出生
届を提出した場合は同課へ問い合わせを、②③対
象者に申請書を送付済み▷申請期限までに子ども
子育て課に郵送か同課窓口へ提出（所得制限あり）
※該当するが申請書が届かない場合など、詳細は
下記にお問い合わせください。
問子ども子育て課

感染予防対策を続けましょう
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　
市
消
防
本
部
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
、

ポ
ス
タ
ー（
右
写
真
）・
動
画
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
３
媒
体
を
関
連
付

け
た
広
報
用
複
合
ツ
ー
ル
を
制
作

し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
に
掲
載
し

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、

火
災
出
動
シ
ー
ン
や
警
報
器
設
置

を
呼
び
か
け
る
動
画
な
ど
が
流
れ
、

最
後
に
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
市
内
の
公

共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
に
掲
示

し
て
い
ま
す
。
火
災
警
報
器
の
設

置
は
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、設

置
率
は
６
割
弱（
本
年
２
月
時
点
）

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
命
を
守

る
た
め
に
も
火
災
警
報
器
を
必
ず

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部

滝
畑
ダ
ム
サ
イ
レ
ン
試
験
放
送

　
滝
畑
ダ
ム
か
ら
石
川
へ
の
排
水

が
多
く
な
る
際
、
川
に
近
づ
か
な

い
よ
う
注
意
喚
起
を
行
う
警
報
サ

イ
レ
ン
の
音
を
、
実
際
に
市
民
の

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
滝
畑
ダ
ム
お
よ
び
石
川
沿
い

全
５
か
所
で
試
験
放
送
（
１
か
所

あ
た
り
約
５
分
間
）
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
16
日
㈪
午

前
10
時
〜
正
午
の
間
に
20
分
間
隔

で
次
の
順
で
放
送

①
滝
畑
ダ
ム
、
②
旗
倉
局（
府
道

２
１
８
号
線
沿
い
）、
③
日
野
局

（
み
の
で
ホ
ー
ル
近
く
）、
④
汐
滝

橋
局（
府
道
２
１
８
号
線
汐
滝
橋

付
近
）、
⑤
高
向
局（
花
の
文
化
園

内
）、⑥
西
代
局（
西
代
浄
水
場
内
）

※
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
予
告
な

く
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

滝
畑
ダ
ム
分
室（
☎
62
・
３
６
７
２
）

４
月
６
日
〜
15
日
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
運
動
実
施
期
間
中
の
４
月
10
日

は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
で
す
。
交
通
安
全
に
つ
い
て

考
え
、
行
動
し
、
交
通
死
亡
事
故

を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
の
重
点

◎
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
確
保

◎
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶

等
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

◎
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の

徹
底
と
安
全
確
保

◎
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

問
都
市
計
画
課
ま
た
は
河
内
長
野

警
察
署
（
☎
54
・
１
２
３
４
）

安
全
安
心

列
車
内
ち
か
ん
被
害
相
談

●
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
列
車
内
や
駅
で
の
ち
か
ん
被
害

の
相
談
を
24
時
間
電
話
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ち
か
ん
犯
罪
に
あ

っ
た
人
は
、
勇
気
を
出
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
女
性
警
察
官
が
お

話
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
ち

か
ん
犯
罪
に
関
す
る
目
撃
情
報
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
府
警
察
鉄
道
警
察
隊

（
☎
06
・
６
８
８
５
・
１
２
３
４
）

投開票の日時と場所
投票日時　４月24日㈰午前７時～午後８時
投票場所　入場整理券に記載の投票所
開票日時　４月24日㈰午後９時10分～
開票場所　市民総合体育館

期日前投票
　投票日当日に仕事や冠婚葬祭などで投票所に行けな
い人は期日前投票をしましょう。
期間　４月18日㈪～23日㈯
投票場所　市役所1階市民サロン（午前８時30分～午
後８時）、三日市市民ホール（フォレスト三日市内▷
午前９時～午後８時▷駐車料金30分以内無料）　

●投票できる人
　平成16年４月25日までに生まれた日本国民で、令
和４年１月16日までに河内長野市に転入届出（住民
登録）をし、引き続き居住している人
●選挙公報
　投票日の前々日までに各家庭に配布します。また、
公民館などへも配布し、市ホームページにも掲載します。
●障がい者・要介護者のみなさんへ
　障がいや要介護状態などのために投票が困難な場合
は、一定の条件に該当すれば郵便などによる不在者投
票や代理記載制度を利用することができます。
●投開票速報などをホームペー ジで公開
　市ホームページに「選挙のお知らせ」と「投開票速
報」を掲載します。

任期満了にともなう市議会議員一般選挙を次の日程で実施します。
問選挙管理委員会事務局

複雑化・複合化した支援ニーズに対応し、
障がい、子ども、生活困窮に関する施策との連携をより密にするため、組織の変更を行います。

問政策企画課
地域福祉高齢課
　高齢者施策を所管する高齢福祉課の名称を変更し、福祉部に編入し
ます。また、以下の係を設置します。
●地域福祉係　地域福祉の推進、福祉センターや地域福祉センターな
どに関すること
●高齢者支援係　地域支援事業、高齢者虐待防止、地域包括支援セン
ターなどに関すること

　２月28日㈪に南海電気鉄道株式会社千代田工場で、
春の全国火災予防運動にともなう消防合同訓練が実
施されました。千代田工場職員、消防署員など約30
人が参加し、はしご車による救出や応急処置の訓練
などが行われ、参加した人たちは、防火意識を新た
にしていました。

南海電鉄千代田工場で消防訓練を実施

市議会議員一般選挙投票日は
４月24日㈰

市の組織の一部が変わります

相
談

募
集

催
し・講
座

安
全
安
心

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

障
が
い
者

暮
ら
し

人
権

健
康

保
険・年
金

子
育
て

教
育

自
治
会

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

就
労

税
金
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子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
４
月
14
日
㈭
＝

中
村
池
公
園
、
22
日
㈮
＝
寺
ケ
池

公
園
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

が
集
ま
っ
て
、
育
児
の
話
や
情
報

交
換
、
仲
間
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
３
年
12

月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
９
日
生

ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親

と
き　
５
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
の
月
曜
日
▽
い
ず
れ
も
午
後

１
時
〜
３
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

参
加
費　
１
１
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

②
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
‼

　
同
年
代
の
子
ど
も
と
一
緒
に
、

運
動
や
製
作
な
ど
の
楽
し
い
活
動

を
通
し
て
、
就
園
前
に
集
団
で
過

ご
す
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
２
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
４
月
21
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

定
員

12
組
（
抽
選
）

③
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
楽
し
い
！
で
き

た
！
も
っ
と
し
た
い
！
」
と
い
う

意
欲
を
育
ん
で
い
く
き
っ
か
け
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
２
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
10
日
㈫
・
24
日
㈫
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

申
込　
①
〜
③
は
４
月
10
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、

性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電
話

番
号
、
子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と

と
催
し
名
を
記
入
し
て
４
月
10
日

（
必
着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586

ー
０
０
１
５
本
町
24
の
１
）
も
可

問
あ
い
っ
く

（
☎
50・４
６
６
４
、℻
50・４
６
６
５
）

マ
マ
の
あ
ん
し
ん
相
談
ｄ
ａ
ｙ

　
助
産
師
と
心
理
相
談
員
が
妊
娠

中
、
産
後
の
悩
み
や
育
児
相
談
に

電
話
や
来
所
で
応
じ
ま
す
。

対
象　
妊
産
婦
と
乳
幼
児
の
保
護

者と
き　
４
月
８
日
㈮
、５
月
13
日
㈮

※
４
月
か
ら
第
２
金
曜
日
に
変
更

し
ま
す
。

申
込　
来
所
の
み
要
予
約

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
４
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
助
産
師
が
伝
え
る
呼
吸
法

や
腰
痛
予
防
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ

チ
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法

定
員

16
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム　
　

　
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、
絵
本
な

ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

と
き　
４
月
21
日
㈭
、
５
月
19
日

㈭
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
＝
１
歳

向
け
、
午
前
11
時
20
分
〜
正
午
＝

２
歳
児
向
け　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。　
　

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
４
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
午

後
２
時
30
分
〜
（
15
分
程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
〜
就
学
前
児
童
向
け

と
き　
４
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
午

後
３
時
30
分
〜
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き　
４
月
２
日
㈯
・
23
日
㈯
午

前
11
時
〜
（
30
分
程
度
）、
４
月
16

日
㈯
午
後
２
時
〜
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）
▽
23

日
は
保
護
者
も
入
場
可

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

子
ど
も
読
書
の
日

お
は
な
し
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　
　

　
４
月
23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日

に
ち
な
み
、
お
は
な
し
の
へ
や
を

開
放
し
て
大
型
絵
本
や
手
あ
そ
び

な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

と
き　
４
月
24
日
㈰
午
後
２
時
〜

（
40
分
程
度
）

と
こ
ろ　
図
書
館

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

千
代
田
公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
、
手
遊
び
な
ど
を
し

ま
す
。

と
き　
４
月
16
日
㈯
、
５
月
21
日

㈯
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

定
員　
各
10
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
千
代
田
公
民
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

教　

育

就
学
援
助
の
申
請
を

●
経
済
的
に
就
学
を
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ

対
象　
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

①
令
和
３
年
度
ま
た
は
令
和
４
年

度
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
世
帯

※
現
在
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
教

育
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
令
和
３
年
度
ま
た
は
令
和
４
年

度
の
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税
か
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催しています。
詳細はあいっく (☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所です。
会場や時間、内容など詳細はお問い合わせください。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242
※当日直接会場へ。

毎週火・木・金曜日と４月４日㈪・11日㈪・18日㈪午
前10時～午後３時30分▷午前・午後の二部制で各３
組まで（先着順）▷14日㈭＝「ゆうみ先生と音楽を
楽しもう！」（午前11時 30分～）、22日㈮＝「みん
なでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎ 62-3501
※検温のうえ要予約。

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷午前・
午後の二部制で各４組まで（先着順）▷４月イベン
トは「紙皿を使った鯉のぼり」、マグネットシアター
など▷４月６日㈬午後＝「あかちゃんタイム」開催

ベビータイム ヨチヨチタイム
対
象
市内在住の１歳未満の
子どもとその保護者

市内在住の９か月～１歳６
か月の子どもとその保護者

と
こ
ろ
・
と
き

◎あいっく＝①第１月曜日
と第３金曜日午後１時 30
分～３時②第１金曜日午
前 10時～ 11時 30分

◎ゆめっく＝偶数月の第２
金曜日午前10時～11時
30分と奇数月の第２金曜
日午後１時 30分～３時

◎あいっく＝①第１月曜日と
第３金曜日午前10時～
11時 30分②第１金曜日
午後１時30分～３時

◎ゆめっく＝偶数月の第２
金曜日午後１時30分～３
時と奇数月の第２金曜日
午前10時～11時30分

※いずれも当面の間、入館者を限定し予約制で開館していま
す▷LINEで予約が必要です▷定員は各12組（先着順）▷対
象年齢以外の子どもは参加できません。
問あいっく（☎ 50-4664）

★遊びに来てね★
◉あいっくわくわく広場
対象　市内在住の就学前の子どもとその保護者
とき　水曜日・年末年始を除く毎日午前10時～
正午、午後１時～３時
定員 午前・午後で各20組（先着順▷LINE予約が必要）
◉ベビータイム・ヨチヨチタイム

場所 開催日 問い合わせ
三日市公民館 ４月 13日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ４月 15日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ４月 27日㈬ ☎ 63-1131

◉子育てわいわいルーム（※事前予約が必要です。）

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

※
譲
渡
所
得
な
ど
の
損
失
通
算
に

よ
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

③
そ
の
他
特
別
な
事
情（
災
害
、死

亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助
を

必
要
と
す
る
世
帯

援
助
費
用　
市
立
小
中
学
校
の
学

用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費

な
ど

申
請　
市
立
小
中
学
校
と
教
育
総

務
課
に
あ
る
申
請
用
紙
で
５
月
31

日
ま
で
に
通
学
し
て
い
る
小
中
学

校
へ
提
出
▽
令
和
３
年
度
市
民
税

が
非
課
税
か
均
等
割
の
み
課
税
の

世
帯
は
教
育
総
務
課
へ
申
請
も
可

問
教
育
総
務
課

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
応募者：ぼく、いぶくん

相
談

募
集

催
し・講
座

安
全
安
心

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

障
が
い
者

暮
ら
し

人
権

健
康

保
険・年
金

子
育
て

教
育

自
治
会

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

就
労

税
金
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高
齢
者

介
護
保
険
料（
仮
徴
収
分
）の

通
知
書
を
送
付

　
４
月
中
旬
、
65
歳
以
上
の
人
に

令
和
４
年
度
介
護
保
険
料
（
仮
徴

収
分
）の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
継
続
し
て
特
別
徴
収
（
年
金
よ

り
引
き
落
と
し
）
し
て
い
る
人
に

は
、
保
険
料
が
今
年
６
月
ま
で
は

２
月
の
特
別
徴
収
額
と
同
額
の
た

め
、
７
月
に
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。

●
今
回
通
知
の
保
険
料
は
暫
定
額

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
や
市
民

税
の
課
税
・
非
課
税
の
別
な
ど
に

よ
り
算
定
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

令
和
３
年
中
の
合
計
所
得
金
額
な

ど
が
確
定
す
る
ま
で
は
、
令
和
２

年
中
の
合
計
所
得
金
額
な
ど
を
基

に
算
定
し
た
仮
の
保
険
料
を
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
年
間
保
険
料
は
７
月
に
通
知

　
７
月
中
旬
、
年
間
保
険
料
と
新

た
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
保
険
料

を
通
知
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

　
市
で
は
独
自
の
介
護
保
険
料
の

減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
世

帯
の
年
間
収
入
や
預
貯
金
合
計
額

な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
保
険
料
の
通
知
書
に
同
封

す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課

介
護
予
防
歌
声
広
場

　
み
ん
な
で
懐
か
し
い
歌
を
歌
っ

て
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

65
歳
以
上
の
市
民

と
き　
４
月
20
日
㈬
午
前
11
時
〜

11
時
30
分（
雨
天
時
は
４
月
27
日
）

と
こ
ろ　
寺
ケ
池
公
園

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込　
４
月
５
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
56
・
６
６
０
０
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
を
募
集

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
（
旧
介

護
相
談
員
）
は
、
市
か
ら
委
嘱
を

受
け
、
月
２
回
程
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
所
定
の
研
修
を
受
講

後
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
を
訪
問

し
、
利
用
者
の
意
見
な
ど
を
介
護

保
険
施
設
や
行
政
へ
橋
渡
し
す
る

な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

申
込　
介
護
保
険
課
に
あ
る
応
募

用
紙
で
５
月
27
日
ま
で
に
左
記
へ

※
５
月
13
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
市

役
所
で
説
明
会
を
実
施
▽
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

　
専
門
職
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
日
々
の
悩
み
を
語
り
合

っ
て
介
護
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
認
知
症
の
人
と
介
護
を
し

て
い
る
家
族

と
き　
４
月
２
日
、
６
月
４
日
、

８
月
６
日
、
10
月
１
日
、
12
月
３

日
、
２
月
４
日
の
土
曜
日
▽
い
ず

れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

申
込　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ

※
認
知
症
の
人
も
一
緒
に
参
加
可

▽
介
護
を
希
望
す
る
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
河
内
長
野
家
族
の
会
の
浜
名
さ
ん

（
☎
63
・
２
６
０
２
）

認
知
症
講
演
会

●
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
認
知
症

の
こ
と
〜
家
族
が
語
る
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
大
切
な
話
〜

と
き　
４
月
23
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時
30

分
〜
）

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
あ
り
▽
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
認
知
症
Ｍミ

ラ

イ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
づ
く
り
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
原
田
さ
ん
（
☎
０
９

０・９
６
９
３・９
０
８
０
）

あ
た
ま
と
か
ら
だ
の
元
気
教
室

〜
レ
ッ
ツ
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
〜

　
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
、
頭
を

使
い
な
が
ら
運
動
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

対
象

65
歳
以
上
の
市
民

し
ま
す
の
で
申
請
は
不
要
で
す
。

問
障
が
い
福
祉
課

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
と

発
達
障
が
い
啓
発
週
間

　

４
月
２
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」、４
月
２
日
〜
８
日
は「
発

達
障
が
い
啓
発
週
間
」
で
す
。
府

で
は
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

「
発
達
障
が
い
」
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
発
達
障
が
い
講
演
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

と
き　
４
月
17
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時

定
員　
５
０
０
人

申
込　
４
月
８
日
ま
で
に
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
府
地
域
生
活
支
援
課

（
☎
06
・
６
９
４
４・６
６
８
９
）

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

対
象　
府
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　
６
月
19
日
〜
12
月
４
日
の

指
定
す
る
土
・
日
曜
日
▽
21
回
シ

リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
府
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市

東
成
区
）

定
員　
手
書
き
コ
ー
ス
、
Ｐ
Ｃ
コ

ー
ス
各
10
人
程
度

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
。

申
込　

受
講
申
込
書
を
５
月
９

日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
大
阪
府
中
途

失
聴
・
難
聴
者
協
会
（
〒
537
ー

０
０
２
５
大
阪
市
東
成
区
中
道
１

丁
目
３
の
59
、
大
阪
府
立
福
祉
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
３
階
）
へ
郵
送
▽
府
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
可

問
府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
９
１
０・８
０
０
１
）

点
訳・朗
読
奉
仕
員
中
級
養
成
講
座

対
象　
府
内
在
住
・
在
勤
で
初
級

養
成
講
座
修
了
者

と
き　
６
月
２
日
〜
11
月
24
日
の

指
定
す
る
日
▽
24
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
府
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市

東
成
区
）

定
員　
点
訳
奉
仕
員
、
朗
読
奉
仕

員
各
25
人

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
。

申
込　
受
講
申
込
書
を
４
月
28
日

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
（
〒
537
ー

０
０
２
５
大
阪
市
東
成
区
中
道
１

丁
目
３
の
59
）
で
左
記
へ
▽
フ
ァ
ク

ス
（
06
・
６
７
４
８・０
６
３
１
）、

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
可

問
府
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

（
☎
06
・
６
７
４
８・０
６
１
１
）

と
き　
５
月
25
日
、
６
月
１
日
・

８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
７

月
６
日
・
13
日
・
20
日
、
８
月
３

日
・
10
日
・
17
日
の
水
曜
日
▽
い

ず
れ
も
午
前
９
時
45
分
〜
11
時
45

分
▽
12
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

定
員

20
人
（
選
考
）

申
込　
４
月
20
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

問
地
域
福
祉
高
齢
課

障
が
い
者

重
度
障
が
い
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

対
象　
市
内
在
住
の
身
体
障
が
い

者
手
帳
１・２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
人
（
本
市
以
外
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
を
持
つ
人

は
対
象
外
）

交
付
方
法　
１
乗
車
に
つ
き
初
乗

り
運
賃
相
当
額
の
利
用
券
を
交
付

▽
申
請
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
月

数
×
２
枚
（
年
間
最
大
24
枚
）。

申
請　
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て

障
が
い
福
祉
課
へ

※
令
和
３
年
度
に
利
用
券
を
受
け

た
人
に
は
４
月
上
旬
ま
で
に
郵
送

　
　
　
　

人
の
た
め
に
働
く
こ
と長

野
町　

松
村
さ
ん（
68
歳
）

市内在住の65歳以上のみなさまへ
とっておきの「元気の秘訣」をお持
ちの人はいらっしゃいませんか？地
域福祉高齢課までご連絡ください。

わたしの
元気の秘訣

～介護予防コラム～
いつまでも こころ豊かに このまちで14

60
歳
で
公
務
員
を
定
年
退
職

後
、
依
頼
を
受
け
て
子
ど
も
に

そ
ろ
ば
ん
を
教
え
る
こ
と
に
な

っ
た
松
村
さ
ん
。
今
で
は
週
4

回
の
教
室
や
検
定
委
員
の
仕
事

な
ど
、
毎
日
忙
し
く
走
り
回
っ

て
い
ま
す
。「
こ
の
年
に
な
っ
て

こ
ん
な
に
働
く
と
は
思
わ
な
か

っ
た
」
と
苦
笑
い
し
な
が
ら
も
、

優
し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
、
時
に
は

厳
し
さ
を
交
え
真
摯
に
子
ど
も

た
ち
と
向
き
合
い
ま
す
。「
子
ど

も
に
教
え
て
い
る
の
は
そ
ろ
ば

ん
だ
け
で
は
な
く
、
あ
い
さ
つ

の
大
切
さ
や
約
束
を
守
る
こ
と
、

一
生
懸
命
が
ん
ば
る
こ
と
、
心

の
持
ち
よ
う
な
ど
、
ま
さ
に
生

　
市
内
の
65
歳
以
上
の

人
に「
元
気
の
秘
訣
」を

お
聞
き
し
て
、
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

き
方
そ
の
も
の
。
人
生
を
長
く
生

き
て
き
た
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、

社
会
を
生
き
抜
く
方
法
を
子
ど
も

た
ち
に
少
し
で
も
伝
え
る
こ
と
」

と
語
り
ま
す
。

　
「
現
役
時
代
は
人
間
関
係
で
苦

労
も
し
ま
し
た
。
今
で
も
仕
事
を

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
人

と
接
す
る
こ
と
に
な
り
、
関
係
に

気
を
遣
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
『
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
い
う
言

葉
や
、
人
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い

る
と
思
え
る
こ
と
が
、
何
事
に
も

代
え
が
た
い
や
り
が
い
、
生
き
が

い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」と
、い

き
い
き
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

教え子の多数が検定試験に
合格しています

「俳優業もやってます。人生
楽しまないと」

相
談

募
集

催
し・講
座

安
全
安
心

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

障
が
い
者

暮
ら
し

人
権

健
康

保
険・年
金

子
育
て

教
育

自
治
会

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

就
労

税
金
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暮
ら
し

ペ
ッ
ト
を
飼
う
時
は

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

　
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
人

間
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

家
族
の
一
員
で
す
。
し
か
し
、
飼

い
主
が
世
話
を
し
な
け
れ
ば
、
ペ

ッ
ト
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
有

害
な
動
物
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
っ
か
り
し
つ
け
を
し
て
、
ペ
ッ

ト
が
そ
の
命
を
終
え
る
ま
で
き
ち

ん
と
飼
う
こ
と
が
、
飼
い
主
の
愛

情
と
責
任
で
す
。

●
狂
犬
病
集
合
予
防
注
射
中
止
の

お
知
ら
せ

　
例
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
狂

犬
病
集
合
予
防
注
射
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

策
を
十
分
に
整
え
る
こ
と
が
困
難

な
た
め
、
中
止
し
ま
す
。

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
毎
年

１
回
注
射
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
動
物

病
院
な
ど
で
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。

�
環
境
政
策
課

●
犬
を
飼
う
時
や
亡
く
な
っ
た
時

の
登
録
と
手
続
き

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
い
は

じ
め
た
時
は
、
市
へ
登
録
が
必
要

で
す
。
市
民
総
合
窓
口
で
飼
い
犬

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料　
３
０
０
０
円

　

飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
た
時
は
、

飼
い
犬
登
録
情
報
の
抹
消
手
続
き

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

引
越
し
な
ど
で
飼
犬
登
録
情
報
に

変
更
が
あ
っ
た
時
も
、
登
録
情
報

犬
や
捨
て
猫
が
野
犬
や
野
良
猫
と

な
り
、
フ
ン
害
の
大
き
な
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
む
や
み
に
エ
サ

を
与
え
る
こ
と
も
被
害
の
助
長
に

な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
繁
殖
を
希
望

し
な
い
場
合
は
、
不
妊
や
去
勢
手

術
を
し
て
、
絶
対
に
捨
て
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
捨
て
る
と
法

律
な
ど
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
犬
や
猫
を
飼
え
な
く
な
っ
た
ら

　
何
ら
か
の
事
情
で
ペ
ッ
ト
を
飼

え
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
努
力
を
し
て
く
だ
さ

い
。
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
府

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※
引
き
取
り
申
請
の
場
合
は
、
電

話
に
よ
る
事
前
相
談
と
予
約
が
必

要
で
す
。

�
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
２・９
５
８・８
２
１
２
）

ペ
ッ
ト
防
災
を
考
え
よ
う

　
災
害
発
生
時
に
ペ
ッ
ト
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
避
難
中
に
必

要
な
も
の
な
ど
、
飼
い
主
の
疑

問
に
答
え
る
「
た
す
か
る
ノ
ー

ト 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」（
左
写

真
）
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ペ
ッ
ト
防

災
サ
ポ
ー
ト
協
会
か
ら
購
入
し
ま

し
た
。
冊
子
は
、
市
役
所
や
狂
犬

病
予
防
注
射
協
力
病
院
で
配
布
し

て
い
ま
す
。こ
の
冊
子
を
活
用
し
、

ペ
ッ
ト
防
災
に
つ
い
て
考
え
ま
し

ょ
う
。

※
冊
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

�
環
境
政
策
課

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

期
間　
４
月
29
日
㈷
～
５
月
５
日

㈷●
ご
み
収
集
（
家
庭
・
事
業
所
）・

ふ
れ
あ
い
収
集

　

通
常
ど
お
り
に
収
集
し
ま
す
。

●
臨
時
ご
み

　
通
常
ど
お
り
に
収
集
し
ま
す
。

※
祝
日
も
収
集
し
ま
す
が
、
申
込

は
市
役
所
開
庁
日
の
み
の
た
め
、

余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
み
を
。

●
し
尿
く
み
取
り

　
定
期
収
集
は
通
常
の
日
程
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
臨
時
の

く
み
取
り
に
つ
い
て
、
土
・
日
、

祝
日
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
死
亡
し
た
ペ
ッ
ト
の
回
収

　
祝
日
と
土
曜
日
は
、
午
前
中
の

み
回
収
を
行
い
ま
す
（
日
曜
日
は

行
い
ま
せ
ん
）。
市
営
斎
場
へ
の

持
ち
込
み
は
、
通
常
ど
お
り
受
け

付
け
ま
す
。

●
清
掃
工
場
へ
の
持
ち
込
み

　
土
・
日
、
祝
日
の
持
ち
込
み
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

�
環
境
衛
生
課

ご
み
集
積
場
所
の
管
理
は

　
ご
み
集
積
場
所
は
、
利
用
す
る

人
そ
れ
ぞ
れ
が
気
持
ち
よ
く
使
え

る
よ
う
心
が
け
、
協
力
し
合
っ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
管
理

は
地
域
の
み
な
さ
ん
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ご
み
の

収
集
は
午
前
６
時
30
分
か
ら
開
始

し
、
順
番
に
収
集
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
状
況
や
出
さ
れ
て
い
る
ご
み

の
量
に
よ
っ
て
、
収
集
時
間
は
前

後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
無
料
ご
み
シ
ー
ル
の
確
認
を

　
新
年
度
分
の
ご
み
シ
ー
ル
を
３

月
31
日
ま
で
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

紙
お
む
つ
用
ご
み
シ
ー
ル
の

追
加
交
付
申
請

　
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
や
65
歳
以

上
の
高
齢
者
な
ど
で
お
む
つ
を
常

時
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
世
帯
を

対
象
に
、
ご
み
シ
ー
ル
の
追
加
配

布
を
行
っ
て
い
ま
す

（
毎
年
申
請
が
必
要
）。

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

川
や
溝
に
廃
油
を
捨
て
な
い
で

　
暖
か
く
な
り
暖
房
器
具
を
片
付

け
る
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
灯
油

変
更
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
市
民
総
合
窓
口
（
市
役
所
内
）

●
多
頭
飼
育
は
届
出
が
必
要
で
す

　
１
つ
の
場
所
で
犬
や
猫
を
10
頭

以
上
飼
っ
て
い
る
人
は
、
府
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

�
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
２・９
５
８・８
２
１
２
）

●
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に
迷
っ
た
ら

　

環
境
省
で
は
、「
住
宅
密
集
地

に
お
け
る
犬
猫
の
適
正
飼
養
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
犬
や

猫
の
飼
い
主
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

か
ら
飼
い
主
に
な
る
人
や
地
域
の

住
民
が
、
共
通
の
理
解
を
持
っ
て

犬
や
猫
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
扱
い
方
に
つ
い
て
も
基
本
的
な

事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
飼
い
方
に
迷
っ
た
時
や

地
域
で
の
取
り
組
み
を
考
え
る
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ペ
ッ
ト
を
安
易
に
捨
て
な
い
で

　
最
近
、
捨
て
犬
や
捨
て
猫
の
数

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
捨
て

を
捨
て
る
な
ど
し
て
河
川
へ
廃
油

が
流
入
し
、
浄
水
場
の
運
転
を
停

止
し
て
施
設
を
洗
浄
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
故
が
毎
年
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
市
の
水
道
水
の
約
70
％
は
、
滝

畑
ダ
ム
や
石
川
、
石
見
川
を
水
源

と
し
て
い
ま
す
。
河
川
な
ど
に
油

類
や
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
水
道
課

◉廃食用油の回収
ところ 4月 5月 6月

千代田公民館 11日 9日 13日
南花台公民館 21日 19日 16日
高向公民館 ー 18日 ー
加賀田公民館 12日 ー ２日
三日市公民館 14日 ー ９日
くすのかホール ー 26日 ー
あやたホール 28日 ー 23日

とき　午前 10 時～ 11 時▷千代田公民館と南花台公民
館は午前 11時 30分まで
※エンジンオイルなどの鉱物油は絶対に混入しないでく
ださい。
�環境政策課

◉廃食用油回収協力店舗
店舗名 所在地 回収日 回収時間

加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分～午後７時 30分
千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時～午後５時
にぎわいプラ座 本町 金 午前 10時～午後４時

●LINEでごみ分別が分かります
　市公式LINEアカウントに家庭ごみの分
別を簡単に検索できる機能があります。
トーク画面に捨てたい「ごみ」
の名称を送信すると、ごみの分
別が分かります。

スマートフォンで
ごみ分別アプリのご利用を

●アプリでごみ出し日をお知らせ
　スマートフォン用アプリ「全国ごみの
日ナビ」には、ごみ分別辞典や
収集日カレンダー、アラーム機
能などがあり便利です。

�環境衛生課

相 

談

募
集

催
し・講
座

安
全
安
心

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

障
が
い
者

暮
ら
し

人
権

健
康

保
険・年
金

子
育
て

教
育

自
治
会

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

就
労

税
金



1617 広報かわちながの 2022年（令和４年）４月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

就　

労

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

職
種　
事
務
職（
大
学
卒
業
程
度
）

資
格　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
主

事
任
用
資
格
（
取
得
見
込
可
）
ま

た
は
社
会
福
祉
士
資
格
（
受
験
資

格
可
）
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士

資
格
（
受
験
資
格
可
）
ま
た
は
介

護
福
祉
士
資
格
を
持
ち
、
か
つ
普

通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定

可
）
を
持
つ
人

勤
務
場
所　
社
会
福
祉
協
議
会

募
集
人
数　
１
人
程
度

採
用
予
定
日　
令
和
４
年
６
月
１

日申
込　
４
月
20
日
ま
で
に
同
協
議

会
で
配
布
す
る
受
験
申
込
書
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
同
協
会
へ
（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分
▽
土
・
日
、
祝
日

を
除
く
▽
郵
送
の
場
合
は
４
月
20

日
必
着
）

※
４
月
24
日
に
一
次
試
験
（
総
合

適
性
検
査
）
を
実
施
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

キ
タ
バ
あ
や
た
ホ
ー
ル

会
計
年
度
任
用
職
員

内
容　
来
館
者
受
付
お
よ
び
事
務

補
助

資
格　
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
人

勤
務
日　
週
２
〜
３
回
の
シ
フ
ト

制（
月
２
〜
３
回
の
土
日
勤
務
有
）

▽
時
間
は
午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時
15
分

時
給　
１
０
０
６
円

募
集
人
数　
２
人
程
度

採
用
予
定
日　
令
和
４
年
７
月
１

日
ま
た
は
９
月
１
日

※
浴
室
関
係
の
業
務
が
あ
る
た
め

女
性
限
定
と
な
り
ま
す
。

申
込　
４
月
15
日
ま
で
に
左
記
へ

※
試
験
内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
実
技

と
面
接
な
ど
を
予
定
。

問
地
域
福
祉
高
齢
課

休
日
急
病
診
療
所

会
計
年
度
任
用
職
員

●
障
が
い
児
（
者
）
歯
科
の
歯
科

衛
生
士

対
象　
歯
科
診
療
経
験
が
３
年
以

上
あ
る
人

勤
務
日　
木
曜
日
（
祝
休
日
を
除

く
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

※
各
日
５
人
の
交
代
勤
務
。

勤
務
場
所　
休
日
急
病
診
療
所

日
額　
１
万
３
９
０
０
円

申
込　
写
真
付
き
の
履
歴
書
と
資

格
証
の
写
し
を
持
っ
て
４
月
28
日

ま
で
に
左
記
へ

※
詳
細
は
面
接
時
に
お
伝
え
し
ま

す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
業
支
援
講
習
会

内
容　
①
実
務
者
研
修
（
金
曜
日

コ
ー
ス
）、
②
実
務
者
研
修
（
土

曜
日
コ
ー
ス
）、
③
登
録
販
売
者

（
土
曜
日
コ
ー
ス
）

と
き　
５
月
28
日
〜
10
月
１
日
の

指
定
日
▽
①
②
９
回
シ
リ
ー
ズ
、

③
７
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
①
②
未
来
ケ
ア
カ
レ
ッ

ジ
難
波
（
大
阪
市
浪
速
区
）、
③

府
立
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
東
成
区
）

定
員　
①
②
各
12
人
、
③
20
人
▽

い
ず
れ
も
選
考

教
材
費　
①
②
各
１
万
５
０
０
０

円
、
③
６
０
０
０
円

申
込　
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
往
復

は
が
き
（
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
受
講

動
機
、
過
去
に
受
講
し
た
講
座
、

ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境
の
有
無
、
保
育
を

希
望
す
る
場
合
は
子
ど
も
の
氏
名

と
年
齢
を
記
入
）
で
①
②
は
４
月

28
日
ま
で
、
③
は
５
月
６
日
ま
で

に
左
記
（
〒
537
ー
０
０
２
５
大
阪

市
東
成
区
中
道
１
の
３
の
59
）
へ

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
06
・
６
７
４
８
・

０
２
６
３
）

税　

金

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

令
和
３
年
度
市
税

令
和
３
年
度
の
市
・
府
民
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
は
納
期
限
が
過
ぎ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
納
付
せ
ず

に
放
置
す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
財
産
が
差

し
押
さ
え
ら
れ
た
り
、
公
売
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
納
付
が
困
難
な
場
合
は
早
急
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

固
定
資
産
評
価
・
公
課

証
明
書
の
発
行

　
令
和
４
年
度
の
固
定
資
産
評
価

証
明
書
は
４
月
１
日
か
ら
、
固
定

資
産
公
課
証
明
書
は
５
月
２
日
か

ら
発
行
し
ま
す
。

問
税
務
課

就
職
氷
河
期
世
代
に

期
待
し
ま
す

４
月
か
ら
新
卒
や
就
職
氷

河
期
世
代
の
採
用
者
に
、
市

職
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
就
職
氷
河
期

世
代
と
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
就
職
困
難
な
時
期
に
就
職

活
動
を
し
た
昭
和
45
年
〜
57

年
生
ま
れ
の
世
代
を
指
し
ま

す
。
私
は
ぎ
り
ぎ
り
こ
の
世

代
に
は
入
ら
ず
、
運
よ
く
就

職
活
動
を
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
不

景
気
と
と
も
に
雇
用
形
態
も

変
化
し
、
多
く
の
若
者
が
就

職
に
苦
労
し
ま
し
た
。

就
職
氷
河
期
世
代
に
は
優

秀
な
方
も
多
い
の
で
す
が
、

時
代
に
翻
弄
さ
れ
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
続
け
て
い
た
ら
正
職

員
に
な
る
機
会
を
逃
し
た
、

あ
る
い
は
、
自
分
の
長
所
を

認
め
て
く
れ
る
企
業
と
巡
り

合
え
ず
就
職
を
あ
き
ら
め
た
、

と
い
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
就
職
は
で

き
た
も
の
の
満
足
し
て
い
な

い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
河
内
長
野
市
で

は
、
一
昨
年
か
ら
就
職
氷
河

期
世
代
を
対
象
と
し
た
採
用

を
始
め
ま
し
た
。
応
募
多
数

の
中
、
多
く
の
優
秀
な
方
た

ち
に
来
て
い
た
だ
け
た
と
い

う
喜
び
の
一
方
、
民
間
企
業

と
の
待
遇
差
で
辞
退
さ
れ
た

と
い
う
悔
し
さ
も
味
わ
い
ま

し
た
。
本
市
と
し
て
は
、様
々

な
経
験
を
積
ま
れ
た
就
職
氷

河
期
世
代
も
重
視
し
、
採
用

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

河
内
長
野
市
長

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

●資格取得～高等職業訓練促進給付金～
内容　看護師、介護福祉士、保育士、理学療法
士、作業療法士などの資格を取得するために養
成機関で修業する場合、一定期間給付金を支給
※所得制限あり▷事前相談が必要▷相談はお早
めに。
●受講料を補助～自立支援教育訓練給付金～
内容　雇用保険制度の教育訓練給付にあたる講
座を受講する場合、受講料の一部を補助
※所得制限あり▷必ず受講前に相談を。
●受講料を補助～高等学校卒業程度認定試験
合格支援～
内容　民間事業者が実施する高卒認定試験対策
講座を受講する場合、受講科の一部を補助
※対象外の講座あり▷詳細は子ども子育て課へ
問い合わせを。
●養育費を確保～養育費に関する公正証書等作
成促進補助金～
内容　養育費に関する公正証書等の本人負担部
分を補助
※必ず事前に相談を。

●養育費を確保～養育費の保証促進補助金～
内容　保証会社と養育費保証契約を締結した際
の保証料の本人負担部分を補助
※必ず事前に相談を。
●病気などの時には
内容　ひとり親家庭の親が一時的な病気などで
日常生活に大きな支障が生じている場合、食事
の世話や掃除などをする家庭生活支援員を派遣
※所得により自己負担あり▷事前登録が必要。
●就労を支援～自立支援プログラム策定事業～
内容　求職・転職・資格取得に向けた自立支援
メニューを作成
※事前に電話予約が必要。
●困った時は相談を～ひとり親家庭相談～
とき　月～金曜日午前９時～午後５時（祝休日
を除く）
内容　ひとり親家庭の父母の自立に関すること
（離婚、就労、貸し付けなど）について、母子・
父子自立支援員による相談
※事前に電話予約が必要。
問子ども子育て課

ひとり親家庭を支援します

相
談

募
集

催
し・講
座

安
全
安
心

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

障
が
い
者

暮
ら
し

人
権

健
康

保
険・年
金

子
育
て

教
育

自
治
会

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

就
労

税
金
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